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会社概要 

名称 ウチダエスコ株式会社 （UCHIDA ESCO Co., Ltd.） 

設立 １９７２年 １１月 

本社 東京都 江東区 木場五丁目8番40号 東京パークサイドビル 

資本金 ３３４百万円 （2016年7月20日現在）   

社員数 ５４９名 （連結） （2016年7月20日現在） 

代表者 代表取締役社長  江口 英則  

事業内容 
(1)トータル保守サービス (2)ネットワーク総合サービス 
(3)オフィスシステムサービス (4)ソリューションサービス 

設
立
沿
革 

・1972年11月 ㈱内田洋行のソフト開発専門会社として、 
             ㈱ウチダ・コンピューター・エンジニアリングを設立。 
  

・1987年  1月 保守サービスとオフィスシステムサービス会社の 
                       ウチダサービス㈱と対等合併。商号をウチダエスコ㈱とする。 

上場市場 ＪＡＳＤＡＱ  （2004年12月） 
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事業ドメイン・企業理念・経営理念 

 誰に 民間企業、 学校、 公共機関、 福祉施設 

 何を 「働く場」 「学ぶ場」 の 人々 を 支援する 

   商品 ・ 技術 ・ サービス 

  どんな方法で 心のこもった おもてなし 

「働く場」 「学ぶ場」 へ 

「心のこもった おもてなし」 を 提供し、 

社会 に 貢献する 

お客さま と 働く仲間 を 幸せ に する 

事
業
ド
メ
イ
ン 

企
業
理
念 

経
営
理
念 
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事業概要 

   ● トータル保守サービス ● 
  

 マルチベンダー保守（全国32拠点）、セットアップ、ヘルプデスク、リペアサービス 等々 
 

   ● ネットワーク（ＮＷ）総合サービス ● 
 

 ＩＣＴ基盤構築 （ＮＷ立案・計画 ～ 設計 ～ 導入 ～ 運用・保守）、ＮＷ障害切り分け、 

 セキュリティマネジメント支援、仮想化導入支援サービス 等 

 

オフィス空間の設計、内装工事、什器/オフィス内使用機器導入、移転 等 

ＯＡサプライ品、コンピュータ関連用品・オフィス用品販売 等 

オフィス空間とＩＣＴ環境を融合したワンストップソリューション 

自治体、文教、福祉施設 ： 企画・設計～運用・保守。全フェーズのソリューション 
民間企業 ： ＥＲＰやＷｅｂ技術を組み合わせたソリューション 

 
ＩＣＴサービス事業 
 

● トータル保守サービス  
● ネットワーク総合サービス 

 
オフィスシステム事業 

 

● オフィスシステムサービス 

 
ソリューションサービス事業 

 

● ソリューションサービス 



２０１６.９.１４ ２０１６年７月期 決算説明会 

トータル保守サービス 

フィールドサービス 

セットアップサービス 

リペアサービス 

 ライフサイクルマネジメントサービス 

文教保守サービス 

ヘルプデスクサービス 

ネットワーク・電気工事サービス 

マルチベンダー保守サービス 

データ消去サービス 

メーカーサポートサービス 

データリカバリーサービス 

ネットワーク総合サービス 

ＩＣＴ基盤構築サービス 

ネットワーク立案・計画 

ネットワーク障害 

切り分けサービス 

ネットワーク設計 

ネットワーク導入 

ネットワーク運用・保守 

1 

2 

3 

4 

仮想化導入支援サービス 

仮想化診断 

基盤構築・環境最適化 

サーバー移行・動作保障 

運用サポート 

オフィスシステムサービス 

オフィスサービス 

オフィス空間設計・施工 

販売ソリューション 

トータルオフィス移転 

ICT環境設計・機器販売 

ESCO２B 会員制ショッピングサイト 

クラウド型間接材調達支援サービス 

OAサプライ品販売 

PC・サーバ・複合機（MFP） 
各種プリンター 
ネットワーク機器 
プレゼンテーション機器 
TV会議システム 

トナーカートリッジ 
リサイクルトナー 
各種サプライ用品 

テナント情報紹介 ●オフィス環境計画 
情報環境計画   ●移転計画 
FM（ファシリティ・マネジメント）計画 
PM（プロジェクト・マネジメント） 

6 

ご参考 （サービス内容詳細） 

セキュリティマネジメント 

支援サービス 

ソリューションサービス 

自治体向けソリューション 福祉施設向けソリューション 

文教向けソリューション 
業務別スーパーカクテル 

システム構築ソリューション 

住民情報システム 

福祉総合システム 

確定申告支援システム 

契約管理システム 

行政評価システム 

証明書発行システム「パピルスメイト」* 

高校向け学籍管理システム 

校務システム「デジタル校務」** 

スーパーカクテルデュオ 

スーパーカクテルデュオ 

スーパーカクテルデュオ 

スーパーカクテルデュオ 設備工事 

販売 

会計 

FOODs 

障がい者福祉システム 

高齢者介護システム 

* 主として大学向け 

** 主として公立小学校・中学校向け 
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ＩＣＴサービス事業 （サービス紹介：トータル保守） 
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ＩＣＴサービス事業 （サービス紹介：仮想化 例） 

ＶＤＩソリューション (ESCO  Virtual Desktop Infrastructure Solution) 

VDIに必要なハードウェア・ソフトウェア・構築・保守運用をオールインワンで提供 

 構築のイメージ 
Internet 

VDIシステム 

シンクライアント／ 
リッチクライアント 

営業、プレゼン、会議、在宅
勤務（災害時）等 

TCO : Total Cost of Ownership  
( 総保有コスト ) 
コンピュータシステムの導入、維持・
管理などにかかる費用の総額 

VMware  
( 仮想化環境構築用ソフトウェア） 
同名の企業が開発、製造、販売を
行う一連の仮想化ソフトウェア群 
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オフィスシステム事業 （サービス紹介：ネットワークプレイス） 
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ソリューションサービス事業 （サービス紹介：スコーレ） 

自社開発システム 

校務支援システム 
スコーレ 
（学籍管理） 
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ソリューションサービス事業 （サービス紹介：各種システム） 

導入・サポート 対象システム例 

福祉共通、児童手当、児童扶養手当、障がい者福祉、重度障がい者医療費助成、 

ひとり親医療費助成 
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２０１６年７月期 ポイント 

  売上高 １１５.９ 億円 （減収） 
  営業利益 ４.８ 億円 （減益） 
  経常利益  ４.９ 億円 （減益） 
 親会社株主に帰属する  当期純利益 ２.６ 億円 （減益） 

 期末配当金２５円/株 （予定） （期首予想値から変更なし） 

ソリューション 

サービス 

オフィスシステム 

ＩＣＴサービス 
・学校市場向けＩＴ機器（タブレット）の大型案件 

・ハードウェア修理・保守案件の減少 

・（サプライ） Ｗｅｂ通販堅調、卸売減少 

・（オフィス） 大型の移転案件減少 （前年比） 

・民間市場ＥＲＰ案件が売上・利益に貢献 

・一部システム案件で開発コスト増加 
１３.９億円（減収） 

▲0.５億円（減益） 

３１.２億円（減収） 

0.２億円（減益） 

７０.７億円（増収） 

５.２億円（減益） 

上段 ： 売上高 

下段 ： 営業利益 
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２０１６年７月期 主要指標 

１６/７期実績 前年比 

ＤＯＥ 
（純資産配当率） 

２.１％ ▲０.１pt 

売上高経常利益率 ４.２％ ▲１.９pt 

ＲＯＥ 
（自己資本当期純利益率） 

６.３％ ▲４.０pt 

自己資本比率 ４４.４％ ＋０.３pt 

配当金 ２５円/株 ±０円/株 

配当性向 ３３.９％ ＋１２.２pt 
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２０１６年７月期 連結損益 

１５/７期 
実績 

１６/７期 前期比 予想比 

予想* 実績 増減額 増減％ 増減額 増減％ 

売上高   117.6 115.0 115.9 ▲1.7 ▲1.5 ＋0.9 ＋0.8 

営業利益   7.0 5.5 4.8 ▲2.2 ▲31.6 ▲0.6 ▲11.9 

経常利益  7.1 5.5 4.9 ▲2.2 ▲31.6 ▲0.5 ▲10.6 

親会社株主に帰属する  

当期純利益  4.1 3.0 2.6 ▲1.4 ▲35.8 ▲0.3 ▲11.7 

単位：億円 （切捨て表示） 

* 2016年2月17日修正発表予想値 
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参考．売上高推移 

11,741 

12,534 
12,238 12,262 12,610 

12,244 
11,153 

12,209 12,153 

13,938 

11,765 11,590 

0 

6,000 

12,000 

０５/７期  ０６/７期  ０７/７期  ０８/７期  ０９/７期  １０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期 

  

単位：百万円 （切捨て表示） 

９次中計 ８次中計 ７次中計 ６次中計 

売上高１２０億円未満は、過去１２年間で４回 （０５/７期、１１/７期、１５/７期、１６/７期）。 

１１/７期は前年特需 （*） 反動減、１４/７期は大型案件影響 （タブレット販売） 有り。 

 *特需 「学校ＩＣＴ環境整備事業」に関わる２０１０年度補正予算の執行に伴うＰＣ等の特別需要 
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参考．経常利益推移 

268 258 

418 

588 

708 718 
662 

611 

760 

847 

719 

491 

0 

300 

600 

900 

０５/７期  ０６/７期  ０７/７期  ０８/７期  ０９/７期  １０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期 

  

単位：百万円 （切捨て表示） 

経常利益は０９/７期より向上し７億円台へ。１２/７期はソリューションサービス事業

のサポートコストが増大し減益となり、前年比ダウン。 

１４/７期は８億円台で、過去最高益。 

 

９次中計 ８次中計 ７次中計 ６次中計 
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参考．当期純利益推移 

99 

157 

286 

342 

413 432 

377 

297 

448 

539 

412 

264 

0 

200 

400 

600 

０５/７期  ０６/７期  ０７/７期  ０８/７期  ０９/７期  １０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期 

  

単位：百万円 （切捨て表示） 

収益力が向上した０９/７期より、当期純利益は４億円を上回る。 

１２/７期は経常利益減の影響に加えて、２０１１年税制改正（税率低減）に基づく

繰延税金資産の取り崩しによる税金費用増大のため、当期純利益減少。 

１４/７期は過去最高益で５億円を突破。 

９次中計 ８次中計 ７次中計 ６次中計 
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主要指標値 ３ヵ年比較 

１４/７期 
実績 

１５/７期 
実績 

１６/７期 
予想* 

１６/７期 
実績 

前期比 
増減 

予想比 
増減 

売上高 
経常利益率 （％） 

6.1 6.1 6.0 4.2 ▲1.9pt ▲1.8pt 

ＲＯＥ     （％） 
（自己資本当期純利益率） 

14.8 10.3 11％台 6.3 ▲4.0pt ▲4.7pt 

自己資本比率 35.1 44.1 45％台 44.4 ＋0.3pt ▲0.6pt 

配当金    （円/株） 25 25 25 25 ±0 ±0 

配当性向 （％） 16.7 21.8 30.0 33.9 ＋12.2pt ＋3.9pt 

ＤＯＥ      （％） 
（純資産配当率） 

2.5 2.2 2.0 2.1 ▲0.1pt ＋0.1pt 

売上高経常利益率は、第９次中計期間までは安定的に５％を超えることを目標化。 

配当については安定的配当を基本方針としている。 

* 2016年2月17日修正発表予想値ベースの計算値 

（％） 
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参考．売上高経常利益率 

単位：％ （四捨五入表示） 

収益力が向上した０９/７期より、５.０％を上回り、８次中計以降「安定的に５.０％以上」

を目標値化。１６/７期は経営環境変化もあり、５％未満に低下。 

 

2.3  2.1  

3.4  

4.8  

5.6  
5.9  5.9  

5.0  

6.3  6.1  6.1  

4.2  

0.0  

1.0  

2.0  

3.0  

4.0  

5.0  

6.0  

7.0  

０５/７期  ０６/７期  ０７/７期  ０８/７期  ０９/７期  １０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期 

  ９次中計 ８次中計 ７次中計 ６次中計 
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参考．自己資本・自己資本比率 

自
己
資
本 

単位：億円 

自
己
資
本
比
率 

15.8 
19.3 21.1 

24.7 
29.4 

32.4 
35.9 38.3 39.7 

35.1 

44.1 44.4 

  

単位： ％ （四捨五入表示） 

１４/７期は総資産増加 （タブレット販売に係る債権残高２０億円） の影響から自己資本比率

がダウン。 

10.2 11.7 14.4 17.3 20.8 
24.6 27.8 30.2 

34.3 
38.7 41.7 42.8 

０５/７期 ０６/７期 ０７/７期 ０８/７期 ０９/７期 １０/７期 １１/７期 １２/７期 １３/７期 １４/７期 １５/７期 １６/７期 

  

９次中計 ８次中計 ７次中計 ６次中計 
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18.1 
11.4 12.6 

13.2 13.1 12.5 14.3 
18.1 

16.0 16.7 21.8 

33.9 

10.0 

20.0 

30.0 

  

22 

参考．ＲＯＥ・配当金・配当性向・ＤＯＥ 

10.3 
14.4 

22.0 21.6 21.6 19.0 
14.4 

10.2 
13.9 14.8 

10.3 

6.3 
5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 
    

単位：％ （四捨五入表示） 

ＲＯＥ 

ＤＯＥ 

配当性向 

05/7期  06/7期  07/7期  08/7期  09/7期  10/7期  11/7期  12/7期  13/7期  14/7期  15/7期  16/7期 

1.9 1.6 

2.8 2.8 2.8 
2.4 2.1 1.9 2.2 2.5 

2.2 2.1 
1 

1.5 

2 

2.5 

3 

  

配当金 

５円   ５円    １０円   １２.５円  １５円   １５円   １５円   １５円    ２０円   ２５円   ２５円   ２５円 

９次中計 ８次中計 ７次中計 ６次中計 
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64.1 26.4 

9.5 

   

59.3 28.7 

12.0  

   

61.0  27.0  

12.0  

   

23 

連結セグメント別 売上高構成比 

１４/７期実績 １５/７期実績 １６/７期実績 

ＩＣＴサービス事業 

オフィスシステム事業 

ソリューションサービス事業 

１４/７期は、ＩＣＴサービス事業で大型案件販売13億円

(学校市場向けタブレット型端末販売) の影響があり、同事業構

成比増加。 

単位：％ （四捨五入表示） 
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１４/７期 
実績 

１５/７期 
実績 

１６/７期 
実績 

前々期比 
増減％ 

前期比 
増減％ 

売上高 （内訳下記） 8,937 6,980 7,074 ▲20.8 ＋1.3 

営業利益 739 615 521 ▲29.4 ▲15.2 

単位：百万円 （切捨て表示） 

ネットワークサービス  4,476 3,931 3,752 ▲16.2 ▲4.6 

ハードウェア保守サービス 1,819 1,443 1,440 ▲20.8 ▲0.2 

メーカーリペアサービス 485 551 524 ＋8.0 ▲4.8 

ＩＴ関連機器 1,753 772 1,109 ▲36.7 ＋43.6 

その他 402 281 247 ▲38.6 ▲12.1 

計 8,937 6,980 7,074 ▲20.8 ＋1.3 

２０１６年７月期 ＩＣＴサービス事業 

１４/７期、１６/７期は、大型案件販売(学校市場向けタブレット型端末販売) のためＩＴ関連

機器販売が大幅増加。１５/７期、１６/７期連続でハードウェア保守サービス減少。 
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参考．ＩＣＴサービス事業 損益推移 

7,433 
6,588 

7,242 7,407 

8,937 

6,980 7,074 

0 

3,000 

6,000 

9,000 

１０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期  

   単位：百万円 （切捨て表示） 

596 
527 

686 710 739 
615 

521 

0 

200 

400 

600 

800 

１０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期 

  

１１/７期は、１０/７期の特需（*）の反動減の影響有り。 
 *特需 「学校ＩＣＴ環境整備事業」に関わる２０１０年度補正予算の執行に伴うＰＣ等の特別需要 

売上高 

営業利益 



２０１６.９.１４ ２０１６年７月期 決算説明会 26 

２０１６年７月期 オフィスシステム事業 

１４/７期 
実績 

１５/７期 
実績 

１６/７期 
実績 

前々期比 
増減％ 

前期比 
増減％ 

売上高 （内訳下記） 3,681 3,376 3,123 ▲15.1 ▲7.5 

営業利益 77 81 22 ▲71.2 ▲72.6 

ＯＡサプライ 2,823 2,382 2,223 ▲21.3 ▲6.7 

オフィスシステム 604 856 738 ＋22.2 ▲13.8 

その他 253 137 161 ▲36.4 ＋17.6 

計 3,681 3,376 3,123 ▲15.1 ▲7.5 

単位：百万円 （切捨て表示） 

ＯＡサプライは、１５/７期、１６/７期と連続で、チャネル販売 （卸売） の減少があり、売上

高減少。オフィスシステムは、１５/７期には大型のオフィス移転案件などがあり売上高増

加。 
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参考．オフィスシステム事業 損益推移 

3,399 
3,171 

3,483 3,486 3,681 
3,376 

3,123 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

１０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期  

   単位：百万円 （切捨て表示） 
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77 81 
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100 

１０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期 

  

売上高 

営業利益 

サプライ面では、１６/７期にはＷｅｂ通販拡大があるも、卸売の減少を補いきれていない。 

オフィス面では、１６/７期には大型のオフィス移転案件 （１５/７期） の反動減あり。 
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２０１６年７月期 ソリューションサービス事業 

１４/７期 
実績 

１５/７期 
実績 

１６/７期 
実績 

前々期比 
増減％ 

前期比 
増減％ 

売上高 （内訳下記） 1,319 1,407 1,392 ＋5.5 ▲1.1 

営業利益 17 10 ▲59 （前々期17） （前々期10） 

ソフトウェアサポート 1,210 1,311 1,265 ＋4.5 ▲3.5 

その他 109 95 126 ＋15.6 ＋32.2 

計 1,319 1,407 1,392 ＋5.5 ▲1.1 

単位：百万円 （切捨て表示） 

１４/７期は、民間市場での消費税対応、学校市場での WindowsXP サポート終了に伴うリ

プレース案件対応、公共福祉市場における法改正対応などの利益貢献から営業黒字化。 

１５/７期は、公共福祉市場における法改正サポート案件の利益貢献などから、２期連続の

営業黒字。 
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参考．ソリューションサービス事業 損益推移 

1,412 1,394 
1,484 

1,260 1,319 
1,407 1,392 

0 

500 

1,000 
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１０/７期  １１/７期  １２/７期  １３/７期  １４/７期  １５/７期  １６/７期  

   単位：百万円 （切捨て表示） 
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67 

-155 -23 17 10 -59 

-160 

-80 

0 

80 

  

１２/７期は、外注費が計画を上回りプロジェクト収支が悪化し、営業損失。 

（学校向け自社開発パッケージシステム、地方自治体向けサポート） 

売上高 

営業利益 
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２０１６年７月期 Ｂ/Ｓ内訳 
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資産 

単位：億円 
（切り捨て表示） 
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１４/７期 １５/７期 １６/７期 

負債・純資産 

96 

110 

94 

１４/７期は、学校市場向けタブレット型端末販売の大型案件で、売上債権・仕入債務で
約２０億円の増加があった（売上高は純額表示のため１３億円）。 

固定資産 

その他 
流動資産 

売上債権 

現預金 

純資産 

その他 
流動負債 

前受金 

固定負債 

仕入債務 
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第9次中計 基本方針 （2014/7期～2016/7期） 

１．クラウド事業 の 推進 

 

２．パートナー開拓 の 推進 と 連携強化 

 

３．マルチベンダーサポート の 推進 

 

４．経営体質 の 強化 

 

仮想化構築や情報システム運用サービスへの取り組みを強化して
まいります。 

取扱量の大きい販売パートナーの新規開拓を推進するとともに、
既存パートナーとともに連携を一層強化します。 

ＩＣＴに関わるマルチベンダーサポートを推進します。 

収益力を強化するとともに、コーポレートガバナンスの向上を行い、
経営体質を強化し企業価値の向上を図ります。 

第９次中計 振り返り 
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第９次中計 ３ヵ年のトピックス 

 ＩＣＴ利用環境変化 （ＰＣ→タブレット化） （オンプレミス→クラウド） （無線化） 等 

 当社 が 対応 した 新しい潮流 

 サプライ品通販への流れ （web通販拡大） （クラウド型間接材 調達支援サービス） 等 

 法制度改正 （子ども子育て支援法） （障がい者総合支援法） （介護保険法） （個人番号法） 等 

 当社 の 強み の 更なる伸長 

 マルチベンダー対応 （新キッティングセンター設立・稼動 （最大７千台/月処理可能）） 等 

 ヘルプデスク対応 （学校一次回答率60%台→80%台）（8:00-23:00 365日対応） 等 

 品質向上・標準化・インシデント０ への 取り組み 

 研修・活動 の 充実 
 （研修 例） プロジェクトマネジメント、営業プロセスマネジメント、ＳＥ対人折衝、等           

 （活動 例） ＨＥＺ （ヒューマンエラー０） 活動、ＱＣサークル活動、標準化マニュアル作成、等 
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44期 

（～16/7） 

43期 

（～15/7） 
 

42期 

（～14/7） 
 

41期 

（～13/7） 
 

40期 

（～12/7） 
 

39期 

（～11/7） 
 

38期 

（～10/7） 
 

37期 

（～09/7） 
 

36期 

（～08/7） 
 

35期 

（～07/7） 
 

９次中計 ８次中計 ７次中計 

リーマン
ショック 

政権 
交代 

東日本 
大震災 

欧州財
政危機 

消費税 
８％ 

マイNo
開始 

２次安
部政権 

H21補
正予算 

学校ICT整備環境 
事業（総費4000億） 

Tab大型 
案件 全国コール一元化 

iOS修理受付開始（iPhone修理全国１１拠点も実施） Apple正規サービスプロバイダ暦20年 

都内某区の小中
学校にタブレット
9200台（物販・役務） 

本社
移転 

支社
改築 

総合福祉系導入サポート 
総合福祉システ
ム再構築 

仮想化技術取得 

サプライ品Web通販 

ＶＭware、CITRIX等 

クラウド型間接材 
調達支援ｻｰﾋﾞｽ ESCO2B 

過去１０年の当社の取り組み 
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第１０次中計 経営環境分析 １／２ 

 ＩＣＴ の 急速 な 進展 （クラウド） （モバイル） （ＩｏＴ） （ロボット） （ＡＩ） （ドローン） 等 

 働き方、学び方 の 改革 （Ｅワーク、フリーアドレス） （高大接続、学習指導要領改訂）等 

当社 を とりまく環境 

 セキュリティ マネジメント意識 の 高まり  

 ＩＴ運用 トータルアウトソーシング ニーズ （All In One ワンストップソリューション）  

 ＩＣＴ利用環境変化 の 加速 （ＰＣ教室から普通教室でのＩＣＴ化） （クラウド化） 等 
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第１０次中計 経営環境分析 ２／２ 

 ４つ の サービス領域 と 豊富 な サービスメニュー の 存在 

 マルチベンダーサービス と 全国３２拠点 での 対応 

当社 の 強み 

継続的な要取組事項 

 内田洋行グループ全体 で 取り組む学校市場 

 生産性向上 （お客さまニーズを深く考え、新たなシーズに取り組むためのゆとりの創造） 等  

 品質向上 （文教領域以外でのプロセスの安定性） （トラブル低下、追加コスト削減） 等  
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財
務 

顧
客 

業
務 

プ
ロ
セ
ス 

学
習
と 

成
長 

（ヒューマンスキルとテクニカルスキルの両面） 

働く仲間の喜び 
を うみだす 

新しい「こと」 
への挑戦 

品質改善 

重点事業 の 成長 

売上拡大 収益確保 

３ 

心のこもった おもてなし 

顧客、販売パートナー の 

開拓 ・ 関係強化 
ステークホルダー の 

開拓 ・ 関係強化 

生産性向上 
親切 な 

報連相 
コンプライ
アンス 

ひとりひとり の

学習と成長 
積極的 な 

採用活動 

「こと」＝技術・商品・ 
サービス・しくみ 

（顧客満足度向上） 

（情報の共有と活用） 

１．成長性 

３．顧客 維持開拓 
４．ステークホルダー 維持開拓 

５．開発（革新） ６．品質 ７．生産性 ８．コンプライアンス 

９．人材活性化 
５ 

４ 

２ 

（技術・営業・業務） 

２．収益性 

第１０次中計 戦略マップ 
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１．心のこもったおもてなし 
お客さまのニーズ（困っていること、望んでいること）を把握し、継続的な品質改善に取り組み、各
事業分野でお客さまの視点にたった商品及びサービスを提供することによってお客さまのお役に
たち、お客さま満足度の向上をめざします。 

２．新しい「こと」への挑戦 
お客さまの新たなニーズや、ＩＣＴなどの複雑化かつ高度化するシーズ（技術、ノウハウ）の研究及
び仮説検証を行い、新しい「こと」（商品、サービス、技術、しくみ）へ挑戦することによって継続的な

事業変革を推進します。 

３．生産性向上 
日々の業務プロセスを通じて得る情報の共有と活用を徹底し、営業、サービス及び技術の標準化
を推進することによって仕事の効率化をはかり、お客さまの視点にたった「心のこもったおもてなし」

を提供できる余裕をつくりだします。 

４．ひとりひとりの学習と成長 
 ヒューマンスキルとテクニカルスキルの両面で、人を育てる活動を計画的に推進することによって
社員ひとりひとりの成長をはかり、業務プロセスの品質改善及び生産性向上、並びにおもてなし力
向上をめざします。 

第１０次中計 重点基本方針 

重点基本方針 （2017/7期～2019/7期） 
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第１０次中計 ３ヵ年損益 / 最終年度指標値 予想・目標  

１７/７期予想 

売上高 
 
営業利益 
 
経常利益 
 
親会社株主に帰属する 

当期利益 
 

１２６ 億円 

 
５.１ 億円 

 
５.２ 億円 

 
 

３.４ 億円 

 
 

１８/７期目標 １９/７期目標 

１２８ 億円 

 
５.３ 億円 

 
５.４ 億円 

 
 

３.５ 億円 

１３１ 億円 

 
５.７ 億円 

 
５.８ 億円 

 
 

３.８ 億円 

売上高経常利益率 ４.４％ 

ＤＯＥ 
（純資産配当率） 

２％台 
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財
務 

顧
客 

業
務 

プ
ロ
セ
ス 

学
習
と 

成
長 

（ヒューマンスキルとテクニカルスキルの両面） 

働く仲間の喜び 
を うみだす 

新しい「こと」 
への挑戦 

品質改善 

重点事業 の 成長 

売上拡大 収益確保 

３ 

心のこもった おもてなし 

顧客、販売パートナー の 

開拓 ・ 関係強化 
ステークホルダー の 

開拓 ・ 関係強化 

生産性向上 
親切 な 

報連相 
コンプライ
アンス 

ひとりひとり の

学習と成長 
積極的 な 

採用活動 

「こと」＝技術・商品・ 
サービス・しくみ 

（顧客満足度向上） 

（情報の共有と活用） 

１．成長性 

３．顧客 維持開拓 
４．ステークホルダー 維持開拓 

５．開発（革新） ６．品質 ７．生産性 ８．コンプライアンス 

９．人材活性化 
５ 

４ 

２ 

（技術・営業・業務） 

２．収益性 

２０１７年７月期 戦略マップ （第１０次中計戦略マップと同じ） 



２０１６.９.１４ ２０１６年７月期 決算説明会 42 

２０１７年７月期 セグメント別重点施策 

ＩＣＴサービス事業 

 導入、運用両面 での 支援サービス の 充実 

    文教 ： アクティブラーニング、タブレット、電子黒板 

    自治体 ： ネットワーク強靭化 

    民間 ： ＩＴアウトソーシング 

 マルチベンダーサポート の 継続的強化 

    ＰＣ だけ ではなく、新たなハードウェア・ソフトウェア も 対象化 

 既存 および 新規 の 顧客・パートナー との 関係強化、開拓推進 

    トータル保守サービス ヘルプデスクサービス 

    ネットワーク総合サービス キッティングサービス 

    仮想化構築サービス ワンストップソリューションサービス 

    セキュリティマネジメントサービス 
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２０１７年７月期 セグメント別重点施策 

オフィスシステム事業 

 オフィスビジネス 

    積極的 な 販売促進活動 

    オフィス空間 の 設計力 の 強化 

    オフィス移転 の 提案力 の 強化 

    施工工事 の プロジェクト マネジメント力 の 強化 

 サプライビジネス 

    お客さま専用 ｗｅｂサイトによる直接販売 の 拡大 

    クラウド型間接材調達支援サービスによる直接販売 の 拡大 

    販社向けＥＤＩシステム の 拡充による間接販売 の 拡大 
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２０１７年７月期 セグメント別重点施策 

ソリューションサービス事業 

 アプリケーションソフト の 導入、運用支援サービス の 提案 

    民間企業、学校、公共機関、福祉施設向け 

    販売パートナー との 連携強化 

 業務プロセス品質改善、お客さま満足度 の 向上、生産性向上 

への 更なる取り組み 

 新たなニーズ、シーズ への 挑戦 
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２０１７年７月期 セグメント別重点施策 

事業分野共通 

 分かりやすく 情報 を 伝える工夫 の 実施 

    商品、サービス の パンフレット 

    自社ｗｅｂサイト の 改善 

 教育研修 の 継続的実施 

    ヒューマン スキル、テクニカル スキル 両面 

 人事戦略 

    人事制度改革 

    健全 な 労働環境整備 

    従業員満足度向上 

    積極的 な 人材採用活動 
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２０１７年７月期 活動指針 

誠実な心 を そだてる 

明るく元気 な チームワーク を つくる 

基本 を まなび 習慣 と する 

仕事 の 品質改善 と 標準化 を はかる 

働く仲間の喜び と お客さま満足 を うみだす 
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２０１７年７月期 損益・主要指標見通し 

１７/７期予想 前年比 

売上高経常利益率 ４.１％ ▲０.１pt 

ＲＯＥ（自己資本当期純利益率） ７％台 ＋０.７pt以上 

自己資本比率 ４５％台 ＋０.６pt以上 

配当金 ２５円/株 ±０円/株 

配当性向 ２６.４％ ▲７.５pt 

売上高 １２６億円 ＋８.７％ 

営業利益 ５.１ 億円 ＋５.３ ％ 

経常利益 ５.２ 億円 ＋５.７ ％ 

当期純利益（親会社株主に帰属する） ３.４ 億円 ＋２８.４ ％ 

ＤＯＥ（純資産配当率）  ２％台 （前年２.１％） 
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２０１７年７月期 セグメント別損益見通し 

１７/７期予想 前年比 

ＩＣＴサービス事業 

売上高 ７９ 億円 ＋１１.７ ％ 

営業利益 ５ 億円 ▲４.０ ％ 

オフィスシステム事業 

売上高 ３４ 億円 ＋８.９ ％ 

営業利益 ０.６ 億円 ＋１６７.０ ％ 

ソリューションサービス事業 

売上高 １３ 億円 ▲６.６ ％ 

営業利益 ▲０.５ 億円 （前年▲０．５億円） 
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会社概要 （拠点） 

拠点数 

全国３２拠点 

２０１６年７月２１日現在 

グループ企業 

アーク株式会社 

株式会社ユーアイ・ 
テクノ・サービス 

・PCリペア 
・キッティング 
・保守サービス等 

・ソフトウェアサポート等 

● 大阪事業所 

● 名古屋営業所 

● 神戸営業所 

● 福井 ＦＳＳ 

● 姫路 ＦＳＳ 



２０１６.９.１４ ２０１６年７月期 決算説明会 51 

会社概要 （組織図） 

２０１６年７月２１日現在 

組織図 
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本資料において記載されている業績見通し等の将来の記述は、現在入手可

能な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいています。従い

まして、様々な要因の変化によって、実際の業績は記述されている内容と大

きく乖離する結果となる可能性があることをご承知おきください。 


